
第 177 回 学長定例記者会見         

第 1７７回 学長定例記者会見 

 

日時：令和７年３月 28 日（金）11：00～11：30 

場所：メイン会場：広島大学東広島キャンパス 法人本部棟 5 階 5F2 会議室 

   サブ会場：広島大学東千田キャンパス  

東千田校舎 A 棟 3 階 中会議室 

※サブ会場は、テレビ会議システムによるオンライン参加 

※ 会見終了後、YouTube による録画配信を実施 

 

 

【発表事項】   

１．被爆 80 周年記念事業 平和チャリティコンサート 

～音楽で紡ぐ平和の祈り～を開催します（8/5 開催） 

 

２．令和 7 年（2025 年）4 月に「広島大学未来創造人材教育機構」および 

「広島大学酪農エコシステム技術開発センター」を設置します 

 

【お知らせ事項】   

  １．「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（通称 J-PEAKS）」の取組に

関する報告 

 

２．令和 7 年度（2025 年度）教養教育「世界に羽ばたく。教養の力」を 

４月～５月に実施します 

 

３．第 66 回科学技術週間 小中学生のための先端科学体験セミナー 

－集まれ！おもしろ科学体験－（4/19、20 開催） 

 

 

 

 

 

 

■次回の学長定例記者会見（予定） 

    日時： 令和７年 4 月 24 日（木） 

場所： 広島大学 霞キャンパス 



 

 
 

第 177 回  学長定例記者会見 発表事項 1 

 

令和 7 年 3 月 28 日 

 

 

被爆 80 周年記念事業 平和チャリティコンサート 

～音楽で紡ぐ平和の祈り～を開催します（8/5 開催） 

 

このたび、被爆から 80 年という節目の年を迎え、平和への願いを胸に音楽を通じ

て過去を振り返り、未来に希望をつなげることを目的に、世界的なオペラ歌手である

中丸三千繪さんをお招きし、平和チャリティコンサートを開催いたします。音楽の持

つ癒しと力強さを感じながら、ともに平和の大切さを考えるひとときを共有いたしま

す。本学の教員・学生・卒業生も合唱や演奏を通じ、平和への想いを届けます。 

 なお、チケット販売による収益は、8 月 6 日に広島市が開催する「広島平和記念式

典」に世界の次世代リーダーを招へいするために使用いたします。 

 みなさまのご参加をお待ちしています。 

 

【開催日時】2025 年（令和 7 年）8 月 5 日（火） 

13：00 開場／14：00 開演（～16：00 予定） 

【会  場】広島大学サタケメモリアルホール 

  （広島県東広島市鏡山一丁目 2-2 広島大学東広島キャンパス内） 

【プログラム内容】※出演者、曲目は変更になる場合があります。 

■第一部（14:00～15:00） 

【曲目】 

１．S.バーバー《アニュス・デイ》…合唱 

２．E.エルガー《ニムロット》 

…ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ演奏 

３．O.メシアン《世の終わりのための四重奏曲》より１・４・７ 

…クラリネット、ヴァイオリン、チェロ、ピアノ演奏 

４．W.A.モーツァルト《アヴェ・ヴェルム・コルプス》 

…合唱・室内楽 

【出演者】 

人間社会科学研究科音楽文化教育学領域・広島大学教育学部 

第四類音楽文化系コース（音楽教育学プログラム） 

教員・学生・卒業生有志 

指揮・指導／徳永 崇（広島大学 教授） 

指導／髙旗 健次（広島大学 教授） 

   大野内 愛（広島大学 教授） 

   藤井 雄介（広島大学 准教授） 

 

■第二部（15:00～16:00） 

【曲目】調整中 

【出演者】 

  世界的オペラ歌手 中丸三千繪 氏 



ピアニスト 安達朋博 氏 

※中丸三千繪氏のプロフィールは以下のサイトをご参照ください。 

 https://nakamaru-michie.jp/ 

【料  金】前売り：一般 3000 円、学生 1500 円 

当 日：一般 3500 円、学生 2000 円 

       ※一部の招待席を除き、全席自由席。 

【チケット販売】 

「チケットぴあ」、「広島大学各キャンパスの消費生活協同組合」および 

緑風会にて 5 月 17 日（土）より販売予定です。 

【定  員】500 人 

【主  催】広島大学 

【名義主催】広島テレビ 

【後  援】広島県、広島市、東広島市、広島県教育委員会、広島市教員委員会、 

東広島市教育委員会（予定） 

【協  賛】調整中 

【そ の 他】未就学児童の入場はご遠慮ください。 

 

 

 
 【お問い合わせ先】 

広島大学 教育室 

TEL: 082-424-6151 

Mail: kyoiku-gl@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



 
 

第 177 回学長定例記者会見 発表事項 2（1）  

 

令和 7 年 3 月 28 日 

 

未来創造人材教育機構を設置します 

 

  

本学は、教育推進機構、高大接続・入学センター及び教育学習支援センター

を改組し、令和 7 年 4 月１日に未来創造人材教育機構を新たに設置すること

といたしました。 

 

本機構は、マネジメント室、高大接続・入学センター及び教育学習支援セン

ターで構成され、各センターが連動して入学前から卒業までシームレスに学生

を支援します。 

高等学校での探究型学習の学びを止めることなく多様な学びに対応する「育

成型」入試と入学前教育を実施し、「育成型」入試による入学者に応じた初年

次教育へと繋いでいきます。 

「育成型」入試、入学前教育から初年次教育、専門教育、さらにはキャリア

支援をシームレスにつなぎ、「個人に寄り添う高等教育モデル」を実現し、自

らのキャリアを主体的に切り拓き、学び続ける社会人を育成します。 

本機構では、高等学校・大学・社会をシームレスに接続して、多様な学習者

のニーズに応じた学修機会の創出と学習支援を行う先導的教育システムを構

築し、未来の創造に持続的に貢献し続ける人材の育成を推進していきます。  

 

育成型入試は令和 9 年度入試として教育学部 10 名、生物生産学部で 5 名

募集いたします。広島大学に是非入学したいという意欲のある高校生にチャレ

ンジしていただきたく思います。  

 

 

 

 

 
 

【お問い合わせ先】 

広島大学教育室教育部教育支援グループ 山本 淳 

TEL:082-424-6151 

MAIL: kyoiku-gl@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



 

未来創造人材教育機構設置構想（抜粋） 

 

本学は、令和 4 年 1 月に策定した「第 4 期中期目標期間における広島大学のあるべき姿

～『平和を希求する大学』として 100年後にも世界で光り輝くために～」において、「個々

の学生が目標や特性に合わせた主体的で柔軟な学びを実践することにより、豊かな人間性

と幅広い教養、秀でた専門的知識と課題発見・解決能力を備え、自由で平和な持続的発展を

可能とする国際社会の実現に貢献する人材を育成する」「学部教育から大学院教育までの全

体を通じて、内容や方法、実施体制について常に見直し改善する」と掲げている。さらに、

第 4期中期目標において、教育に関して、「特定の専攻分野を通じて課題を設定して探究す

るという基本的な思考の枠組みを身に付けさせるとともに、視野を広げるために他分野の

知見にも触れることで、幅広い教養も身に付けた人材を養成する」としている。さらに、こ

の目標を達成するための具体的な措置として、「大学の枠を越えて高等教育のみならず、初

等中等教育や社会人教育も含め、幅広い分野の「知」を共有する新たな教育環境と学修成果

等を学生自らが活用できる情報基盤を構築する」としている。 

本学の中長期的な理念や改革の方針を踏まえ、高大接続のみならず学内のあらゆる教育

をマネジメント・統括し、学びを止めない学習者の育成・評価の好循環を生みだすため、さ

らに、得られた成果を国内外へ広く発信し、社会へ還元するため、本学は、令和 7年 4月に

教育推進機構、高大接続・入学センター及び教育学習支援センターを改組し、学内共同教育

研究施設として「未来創造人材教育機構」を設置する。 

 

１．名称 

日本語名称：未来創造人材教育機構 

英 語 名 称：Future Creators Education Institute 

 

２．設置目的 

機構は、広島大学の学内共同教育研究施設として、自らのキャリアを主体的に切り拓

き、未来の創造に持続的に貢献し続ける人材を育成するため、高等学校・大学・社会を

シームレスに接続し多様な学習者のニーズに応じた学修機会の創出及び学習支援を行う

先導的教育システムを構築し、国内外に展開することを目的とする。 

 

３．経緯・背景 

これまで「大学入学者選抜改革推進委託事業「高大での教育改革を目指した理数分野に

おける入学者選抜改革」」（平成 28年～平成 30年）にて、連携協力大学や附属学校等とと

もに思考力等を評価するための問題の開発、具体的な開発方法の確立、各地でのシンポジ

ウムの開催によって成果の共有と普及を行った。この事業の後も、学内の各学部と高大接

続・入学センターが密接に関わりながら改革を進めてきており、探究活動に取り組んでき

た高校生によるプレゼンテーションの活用、領域に特化した研究の評価など、近年相次い



 

で新しい入試を開発、実施（予定）している。このような取り組みを円滑に進めるため、

新しい入試の動向と開発やその周知活動（広報）を熟知した教員を３名（うち 1 名は併

任）配置しており、高大接続という点で継続的に実績をあげている。 

高等学校他に在学する生徒に対しては、本学の初年次から二年次の学部学生を対象に

開設している授業科目の履修機会を提供することで大学教育に対する理解を深めること、

そして生徒の学習意欲を喚起し、高等学校他における教育の一層の質的向上を図ること

を目的として、アドバンストプレイスメントプログラム（広大 AP）を整備している。ま

た、平成 18年度より、学生一人一人に応じたきめ細かい学修サポートを実現し、教育の

質の向上、社会からの信頼に対応するため、到達目標型教育プログラム（HiPROSPECTS(R)）

を実施している。入学時に目標として設定した知識や能力を確実に身に付けて卒業でき

るよう、目標に対する到達度を学期ごとに学生に知らせ、一人一人に応じた学修へのアド

バイスを行っている。本学はこのような取組を通して、日本の教育界をリードしてきた。 

これまでの体制では各センター・機構が分業という形で大学教育を進めてきたが、「個

人に寄り添う高等教育モデル」の確立・発信・普及のためには、センター・機構各々の機

能強化とともに互いの連携を図り、必要な教育リソースの収集と共有を進め、一つの組織

としてシームレスに駆動させることが必要である。 

以上を踏まえ、各種機能（主として、入試事業、在学中の教育支援、卒業時に有用な情

報提供）が別個に割り当てられた複数のセンターや機構等の集合体である現行の体制を

見直し、教育リソースの一元管理及び総合と分業のバランスを備えた新規体制に改める

ことによって、全体としてのさらなる機能の強化と拡充を図る。そのために、教育推進機

構、高大接続・入学センター及び教育学習支援センターを改組して、大学入学前の学習者

（生徒）に関与する「高大接続・入学センター」、大学に在学する学習者（学生）に関与

する「教育学習支援センター」と、これらを統括し戦略立案他を行う「マネジメント室」

からなる未来創造人材教育機構を全学組織として設置することを令和 7 年度概算要求教

育研究組織改革分(組織整備)として要求し、予算措置された。 

 

４．組織 

(1) 機構長 

機構長は、理事・副学長（教育・平和担当）をもって充てる。 

 

(2) 副機構長 

副機構長は、副学長（全学共通教育担当）をもって充てる。 

 

(3) 専任教員 

 

(4) 兼務教員 

                



 

(5) その他必要な職員 

   

 

５．業務 

・高大接続・高大連携に関すること。 

・入試の開発に関すること。 

・入試・入学制度の分析に関すること。 

・入学前教育の推進に関すること。 

・初年次教育カリキュラムの開発及び国内外への展開に関すること。 

・学習者のニーズに応じた学習の支援に関すること。 

・その他機構の目的を達成するために必要な業務 

 

６．室及びセンター 

従来取り組んできた入試、入学前教育、初年次教育のみならず、本機構と高等学校等と

の協働による相乗効果から生まれる新たな成果の創出を可能とするため、機構に 1 つの

室と 2つのセンターを設置する。 

 

〇マネジメント室 

２つのセンターの活動状況の集約、各部門の連携の推進と強化、機構全体の戦略策定と

評価などを通して、機構全体のマネジメントの役割を担い、次の業務を実施する。主に各

センターとの連携強化及び企画調整、機構全体の戦略策定等を行い、各センターが独立せ

ず、一つの組織として融合して機能するよう統括し、本機構の成果を学内外へと発信する

ためのマネジメント役割を担う。 

(1)機構全体の戦略策定に関すること。 

(2)各センター等との連携及び企画調整に関すること。 

(3)学習データに関する IR開発に関すること。 

 

〇高大接続・入学センター 

多様な学びに対応する新入試の開発、入学前教育の推進等を行うため、次の業務を実施

する。 

(1)高大接続・高大連携に関すること。 

(2)入試の開発に関すること 

(3)入試・入学制度の分析に関すること。 

(4)入学前教育の推進に関すること。 

(5)入学者選抜に関すること。 

(6)初等・中等教育に係る公開講座に関すること。 

(7)初等・中等教育に係る地方自治体との連携に関すること。 



 

 

〇教育学習支援センター 

初年次教育カリキュラムの開発、本学独自の到達目標型教育プログラム

（HiPROSPECTS(R)）の活用、国際志向性を高めるための働きかけなどを通して、大学初年

次から卒業までの切れ目のない学修機会をデザインし提供する役割を担い、次の業務を

実施する。 

(1)初年次教育カリキュラムの開発及び国内外への展開に関すること。 

(2)TA制度(Hirodai TA)の企画・運用に関すること。 

(3)授業に係る学生の学習相談・支援に関すること。 

(4)授業・教材開発に係る教員からの相談に関すること。 

(5)教育学習活動に係る情報収集・分析の支援及び情報提供・情報発信に関すること。 
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令和 7 年 3 月 28 日 

 

 

広島大学酪農エコシステム技術開発センターを設置します 

 

 広島大学は、4 月 1 日、広島大学東広島キャンパス内に「酪農エコシステム

技術開発センター」を設置します。 

 社会の安全保障としての食料安全保障は、増加する世界人口に応じ、環境負

荷なく十分な食資源を生産することと、各国において農業従事者を確保し、自

国の食料自給率を高める必要があります。 

 昨年、1999 年の制定以来初となる「食料・農業・農村基本法」が改正され

ました。この改正は、食料安全保障の確立と環境と調和のとれた食料システム

の確立、農業の持続的発展のための生産性向上を図るため、本法の基本理念を

見直すものとなっています。畜産・酪農分野では、乳製品や鶏卵を中心とした

動物性タンパク質（畜産・酪農生産物）の環境負荷低減に向けた省力化＋安定

的生産技術の開発が求められています。 

広島大学では、人口増加及び経済成長により食料需要が急拡大している畜産

物（乳・肉・卵）生産において、酪農及び家禽研究で国内トップクラスの施設

（西日本で乳牛に特化した農場を有している唯一の大学）と、世界をリードす

るゲノム編集技術や雌雄産み分けを含む生殖工学技術などで優れた研究実績を

有しています。  

これらを基に設置する「酪農エコシステム技術開発センター」では、本学が

持つセンシング技術や実装済みの搾乳ロボットなどから得られる大量のデータ

を AI で解析し、生産状況が予測できるシステムを開発するとともに省力化技

術を確立します。 

また、現状と未来予知ができるデジタルツインを活用した本センターで、温

室効果ガス削減の飼育方法の経済効率性や未利用資源の飼料化可能性を検証し、

環境負荷の低減を目指します。 

研究は酪農・畜産業界、乳業企業、AI 関連企業との共同研究で行い、本学の

開発技術を基に CO2 削減を J-credit で進めることも検討しています。 

さらに、センターは国内外の酪農研究機関よりも高温環境に立地しているこ

とを利点として、環境変化に対応する酪農生産技術を開発します。そして、日

本だけでなく、アジアやアフリカなどの人口増加が著しい地域にも技術移転で

きる、持続可能な酪農生産技術としての展開を目指します。 

 



 
【お問い合わせ先】 

広島大学生物学系総括支援室 室長 花岡 俊輔 

TEL:082-424-7901  FAX:082-422-7039 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

センター体制図 

酪農エコシステム技術開発センター 



酪農エコシステム技術開発センター 設置構想（案） 

Dairy Ecosystem Research and Development Center 

（学内共同教育研究施設） 

１．設置目的 

本学は，第 4 期中期目標において，「100 年後にも世界で光り輝き続ける大学であるため

に，教育・研究・社会貢献・医療・マネジメントのすべてで自主的・自律的な機能強化及び

未来への投資を図る。研究者の自由な発想に基づく基礎研究を推進するとともに，地域から

地球規模に至る社会課題の解決，とりわけ SDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けて，

カーボンニュートラルや Society5.0 等の実現に資する取組を強化」するとしている。

また，令和 5 年 5 月に，世界トップクラスの教育研究拠点の構築を通じて本学が重点的

に取り組む 5つの事項「President 5 Initiatives for Peace Sciences－新しい平和科学

(安全・安心を実現する「創る平和」)－」を策定しており，そのうちの一つに「途上国の栄

養改善に資する畜産業改革による食料安全保障」を掲げている。 

これらの方針の下，国内農産物の輸出促進に加えて，動物性タンパク質のカロリーベース

での自給率向上により日本の食料安全保障の実現へ貢献するため，家畜・家禽のゲノム編集

（優良品種の育種選抜），繁殖技術開発（増産），飼養管理技術（生産）の研究を行ってきた

附属農場，精密実験圃場及び食品実験実習工場を再編し，「酪農エコシステム技術開発セン

ター」を令和 7年度に設置する。

２．経緯 

 我が国における持続的な畜産・酪農を行うためには，①畜産に起因する環境負荷（地球温

暖化，水質汚染，悪臭等），②畜産経営の労働力不足（高齢化，規模拡大等），③輸入飼料へ

の依存（価格変動，需要変動，気候変動や世界的な人口増加による供給不安等）が課題とし

て考えられている。これらの課題解決には，飼料給与・飼養管理や排せつ物処理に伴うメタ

ン排出量を削減できる技術等の開発や ICT 等を活用した放牧管理システム等による省力的

な放牧の技術開発，牛の第一胃内の環境の制御技術の開発，AI による事故率の低減，疾病

予測，繁殖管理の高度化等のより高度な飼養管理技術の開発が必要である。 

また，食料安全保障の議論においては，主食となる米や穀物が中心となるが，栄養改善の

ためには宗教的禁忌が少ない卵や乳製品の確保がきわめて重要な役割を果たす。とりわけ，

気温の高い地域での安定供給には高い技術や高度な管理システムが求められる。こうした

地域には，人口増加圧力の高い途上国が多く，低所得国における貧困・栄養対策と経済成長

に伴う急速な需要拡大のそれぞれの発展フェーズに適合した持続可能な食料生産技術の確

立が急務である。 

附属農場は，メインキャンパスである東広島キャンパスに隣接し，教育・研究を行う上で

立地的にも恵まれているとともに，本州以南で唯一の酪農教育研究拠点である。 



しかしながら，畜産・酪農分野に関する種々の問題は，一つ一つの研究成果，開発技術で

は解決できないため，研究者と技術の集積を図り，一貫した生産技術体系を革新的生産技術

へと進展させるため，組織再編により新たな研究組織として「酪農エコシステム技術開発セ

ンター」の設置が必要である。

３．設置計画の概要 

（1）運営組織・体制

畜産・酪農分野の研究基盤をコアとして，既存理念を超越する環境を破壊しない「省力

化と安定生産」を両立する革新的畜産・酪農技術を確立し，基礎研究から社会実装，社会

変革までを見据えたラボからフィールド規模まで一気通貫する研究を強力に推進するた

め，本センターに，①畜産システム統括研究部，②動物機能解析・酪農技術研究部，③デ

ジタルツイン農場研究部，④未利用資源活用細胞農業研究部を設置する。 

 畜産システム統括研究部では，各部の画期的な研究成果や，個々の技術を融合・統合し

て畜産技術へとパッケージ化し社会実装へ展開するとともに，各部を統括する機能を担

う。 

 動物機能解析・酪農技術研究部では，国内トップ水準の研究実績を有する家畜のゲノム

解析，生殖細胞研究及び内分泌生理研究を発展し，かつその基礎研究成果を基盤とした技

術開発研究を実施する。 

デジタルツイン農場研究部では，畜産・酪農分野における作業の省力化及び未来予想に

よる安定生産技術の開発を先導し，社会実装に必須なパフォーマンス指標を作成する。 

未利用資源活用細胞農業研究部では，未利用資源の効率的な飼料評価を実施するとと

もに，ルーメン発酵をスキップできる機能性飼料の開発・社会実装を担う。 

これにより，従来の動物性タンパク質生産（畜産・酪農）から，環境負荷低減＋高効率

生産（省力化＋生産効率改善）な細胞農業を活用した持続的生産技術研究・開発を展開す

るとともに，我が国における持続的な畜産・酪農を行うための課題である，①畜産に起因

する環境負荷（地球温暖化，水質汚染，悪臭等）②畜産経営の労働力不足（高齢化，規模

拡大等）③輸入飼料への依存（価格変動，需要変動，気候変動や世界的な人口増加による

供給不安等）の解決に貢献していく。 

（2）持続可能な大学改革実現のための人員配置

畜産システム統括研究部には，個々の開発技術を統合したスマート農場実証試験や省

力化・環境負荷低減，高生産性の酪農モデルの開発を行い，社会実装まで牽引するととも

に，動物学系・情報学系・工学系・社会科学系を繋ぐ教員を新規に配置する。また，デジ

タルツイン農場研究部には，畜産・酪農分野に特化した AIツール及びロボットの導入に

よる生産性向上の効果を検証し，省力化・環境負荷低減，高生産性の AI酪農モデルのよ

り確実な具現化（＝社会実装）に取り組む動物学系・工学系を繋ぐ教員を新規に配置する。



その他，各部には農学・工学・情報学に加えて社会科学系の研究者が学内からの振替及び

兼担教員として参画することにより体制を整備する。 

今後，本センターで得られた研究成果を，畜産・酪農分野に閉じることなく関連する学

内の様々な分野へ広く裨益していくため，各部の専任教員の拡充が不可欠であり，順次配

置を行う予定である。 

（3）10 年目までの目標

本センターの新設により，国内農産物の輸出促進に加えて，動物性タンパク質のカロリ

ーベースでの自給率向上により日本の食料安全保障の実現へ貢献する。また，環境負荷を

低減した生産技術により，安価で良質な動物性タンパク質を供給する技術をアフリカ及

びアジア諸国を中心とした途上国に技術移転を行うことで，地域（日本）から地球規模に

至る社会課題解決を実現する国際的な研究拠点としての地位を確立していく。 

なお，本センターの設置期間は令和 17 年 3 月 31 日までとし，令和 16 年度までに設置

期間終了後の方針を検討することとする。 



 国内農産物の輸出促進に加えて、動物性タンパク質のカロリーベースでの自給率向上により日本の食
料安全保障の実現へ貢献する。

 国内トップ水準の研究力とＡＩの統合により、動物性タンパク質の革新的生産技術と将来予測による
省力化によって、将来の世界的な供給限界という課題の解決に貢献する。

再
編

生物生産学部附属
農場

統合生命科学研究科附属
精密実験圃場

生物生産学部附属
食品製造実験実習工場

酪農エコシステム技術開発センター（新設）

統合生命科学研究科

生物生産学部

スマートソサイエティ
実践科学研究院

先進理工系科学研究科

人間社会科学研究科

・これまで個々に培ってきた技術の集積を図り、一貫した生
産技術体系を革新的生産技術へと進展させる。

・冬季は温暖で夏季は酷暑となる瀬戸内海式気候の立地特性
を生かし、充実した施設と研究力により世界的な動物性タ
ンパク質供給不足を克服する技術開発拠点を目指す。

連携



酪農エコシステム技術開発センター（新設）

 家畜・家禽のゲノム編集（優良品種の育種選抜）、繁殖技術開発（増産）、飼養管理技術（生産）の研究を行ってき
た附属農場、精密実験圃場及び食品実験実習工場を再編・統合

 畜産・酪農分野の研究基盤をコアとして、新たに学内の理工学系科学研究者（情報系、センシング技術）や社会科学
研究者を参画させることで、基礎研究から社会実装、社会変革までを見据えたラボからフィールド規模まで一気通貫
する研究を強力に推進

酪農エコシステム技術開発センター

動物機能解析・
酪農技術研究部

未利用資源活用
細胞農業研究部

❏未利用資源の効率的な飼料評
価を実施するとともに、ルーメ
ン発酵をスキップできる機能性
飼料の開発・社会実装を担う

❏畜産・酪農分野における作業
の省力化及び未来予想による
安定生産技術の開発を先導し、
社会実装に必須なパフォーマンス
指標を作成

❏各部・各チームの個々の技術を融合・統合して畜産技術へとパッケージ化し、社会実装へ展開の上、各部を統括

❏国内トップ水準の研究実績を有する
家畜のゲノム解析、生殖細胞研究及び
内分泌生理研究を発展し、かつその
基礎研究成果を基盤とした技術開発
研究を実施

畜産システム統括研究部

デジタルツイン
農場研究部

連携

近隣農家，酪農家，企業，団体など
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「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業 

（通称 J-PEAKS）」の取組に関する報告  

 

日本全体の研究力を牽引する地域中核拠点として、昨年度、広島大学は「地

域中核・特色ある研究大学強化促進事業（通称 J-PEAKS）」に採択されました。 

本学は、半導体・超物質、再生・細胞医療・創薬の融合研究領域を中心に、

世界的に稀少な紫外線（UV）領域の放射光による可視化を基盤として、研究力

向上戦略を推進します。また、「人・知・資源の好循環」のハブとして異分野融

合エコシステムを形成し、国際頭脳循環・産業集積を促進します。 

地域中核拠点の形成に向けた本学のさまざまな取組みについて、最新情報を

お知らせします。 

 

(1)J-PEAKS 伴走チームによるサイトビジットの開催報告  

J-PEAKS では各採択大学のビジョン実現に向けた「伴走支援」を行うため

に「伴走チーム」と呼ばれる支援組織を、本事業を所管する日本学術振興会に

設置しています。採択大学との対話を通じて、大学の取組に対する助言や情報

提供を行う「サポーター」と、大学の事業窓口としてサポーターとの橋渡しを

行う「リエゾン」が「伴走支援」の中心的役割を担います。 

2 月 12 日（水）、本学では J-PEAKS の取組に関する意見交換とともに、

本学重点拠点の紹介を目的としてサイトビジットを開催し、伴走チーム、日本

学術振興会、文部科学省から、総勢 16 人が本学東広島キャンパスに来訪され

ました。 

意見交換では、本学の担当サポーターである財満鎭明教授（名城大学大学院

理工学研究科）との質疑応答を中心に、本学執行部・リエゾンとの活発な意見

交換がなされました。また、重点拠点の視察では、本事業の中核拠点である放

射光科学研究所とともに、半導体産業技術研究所を視察いただきました。 

伴走チームとの対話を深めながら、ビジョンの実現に向けた一層の取り組み

を進めていきます。 

 

(2)J-PEAKS 第 1 回シンポジウムの開催報告  

「地域に愛され、世界から選ばれる大学の実現に向けて－J-PEAKS を通じ

た Hiroshima Research & Innovation Valley の構築－」をテーマとして、2

月 28 日（金）本学霞キャンパス凌雲棟において、第 1 回となる J-PEAKS シ

ンポジウム開催しました。 

当日は J-PEAKS 伴走チーム首席サポーターである濵口道成様から基調講演

をいただいた後、本学の宮﨑誠一理事・副学長（研究担当）が、J-PEAKS を

通じた本学のビジョン及び取組について、さらに、本事業の連携大学である神

戸大学を含め、重点拠点の所長等が各拠点の取組とともに、J-PEAKS を通じ

た今後の異分野連携や融合研究の構想について発表を行いました。コーヒーブ

レークをはさんだシンポジウム後半は、本学が、地域から愛され、世界から選



ばれる大学となるために、J-PEAKS を通じて、いかなる取組が必要となるの

か、J-PEAKS 伴走チーム、産業界、地域の各分野からパネリストをお迎えし、

本学登壇者を含めた 6 人によるパネルディスカッションを行いました。 

当日は、オンサイト 109 人、オンライン 147 人にご参加いただき、盛況の

うちに閉幕しました。来年度も引き続き、第 2 回シンポジウムの開催を予定し

ています。 

 

(3)重点拠点所属学生の受賞等 

本学は、J-PEAKS を通じて異分野間の融合研究・連携を推進するだけでな

く、将来の科学を担う若手研究者の育成にも力を入れています。 

J-PEAKS の重点拠点である放射光科学研究所において研究を進める学生の各

賞受賞等の状況についてお知らせします。 

  

◆第 38 回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム学生発表賞 

大学院先進理工系科学研究科 物理学プログラム（博士課程前期） 

田中 索和花（たなか さわか）氏 

発表タイトル：脂質分子の物理特性に依存した膜相互作用 Magainin2 ペプ 

チドの構造と機能に関する研究 
 

 

 

 

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）とは？ 
地域の中核大学や研究の特定分野に強みを持つ大学が、その強みや特色のある研究力

を核とした戦略的経営のもと、他大学との連携等を図りつつ、研究活動の国際展開や社会

実装の加速等により研究力を強化することで、我が国全体の研究力の発展を牽引する研

究大学群の形成を推進することを目的としている。Program for Forming Japan’s 

Peak Research Universities の通称。広島大学は 2023 年度に採択され、2028 年

度までの 6 年間で総額 55 億円の財政支援が予定されている。 

 

 
【お問い合わせ先】 

学術・社会連携室 

未来共創科学研究本部  

研究戦略部 研究戦略グループ 前田 

TEL:082-424-5656 

Mail：gakujutu-strategy-gl@office.hiroshima-u.ac.jp 
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令和 7 年度（2025 年度）教養教育 

「世界に羽ばたく。教養の力」を ４月～５月に実施します  

 

広島大学は、全学部の新入生を対象として、スポーツ、芸術、科学、ビジネ

スなど世界で活躍されているリーダーをお招きし、ご自身の学生時代や、困難

を乗り越えた経験などを語っていただく「世界に羽ばたく。教養の力」を、平

成 29 年度（2017 年度）から実施し、全学部の新入生が必ず 2 回聴講するこ

とになっております。 

 

令和７年度（202５年度）の講師陣は、作家で元外務省主任分析官の佐藤優

氏、筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構長の柳沢正史氏、株式会社日本総合

研究所主席研究員の藻谷浩介氏、楽天証券株式会社代表取締役社長の楠雄治氏、

これまでもご講演いただいた、ノンフィクション作家の堀川惠子氏、広島東洋

カープ元監督の野村謙二郎氏、国際ジャーナリストのモーリー・ロバートソン

氏、オペラ歌手の中丸三千繪氏、東京大学教授の池谷裕二氏、脳科学者の茂木

健一郎氏、スポーツジャーナリストの二宮清純氏といった多彩な顔ぶれを予定

しています。 

 

 世界で活躍するリーダーたちが、どのような学生時代を過ごし、困難を乗り

越えたのか。学生たちに、間近で生きざまやスピリッツに触れてもらい、ワク

ワクする何かをつかんでもらうことを期待しています。 

 

 なお、開催日程、取材可否につきましては、別紙をご参照ください。 

当日は、講義風景の撮影のみ取材が可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

教育室 

教育部教育推進グループ グループリーダー 中村 

TEL:082-424-7134 

 



令和7（2025）年度　教養教育「世界に羽ばたく。教養の力」

※職名等は2025年3月11日時点のもの

No 講演日時 キャンパス・教室

1
4/16（水）
10:30-12:00

佐藤　優
作家
元外務省主任分析官

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

2
4/23（水）
14:35-16:05

堀川　惠子
ノンフィクション作家

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

3
4/25（金）
10:00-11:30

柳沢　正史
筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構
機構長・教授

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

4
4/30（水）
10:30-12:00

越智　光夫
広島大学長

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

5
4/30（水）
14:35-16:05

藻谷　浩介
株式会社日本総合研究所
主席研究員

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

6
5/13（火）
18:00-19:30

野村　謙二郎
野球評論家
広島東洋カープ　元監督

東千田キャンパス
東千田未来創生センター

7
5/14（水）
10:30-12:00

モーリー・ロバートソン
国際ジャーナリスト

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

8
5/15（木）
12:50-14:20

中丸　三千繪
オペラ歌手

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

9
5/16（金）
10:00-11:30

池谷　裕二
東京大学大学院薬学系研究科
教授

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

10
5/21（水）
10:30-12:00

楠　雄治
楽天証券株式会社
代表取締役社長

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

11
5/22（木）
12:50-14:20

茂木　健一郎
脳科学者

東広島キャンパス
総合科学部L102講義室

12
5/27（火）
18:00-19:30

二宮　清純
スポーツジャーナリスト

東千田キャンパス
東千田未来創生センター

※取材可否については，事前にお問合せください。

講師氏名（敬称略）・職名等（更新日時点）

Keiko Horikawa©MAL

Keiko Horikawa©MAL



 
 

第 177 回  学長定例記者会見 お知らせ事項 3 

 

令和 7 年 3 月 28 日 

 

 

 

第 66 回科学技術週間 

小中学生のための先端科学体験セミナー 

－集まれ！おもしろ科学体験－ 

 

広島大学放射光科学研究所では、加速器装置が発生する強力な光（放射光）

を活用して、物理・生命などの基礎科学から半導体・素材技術などの応用科学

まで幅広い研究を推進しています。 

社会をとりまく様々な課題に挑み意欲のあるイノベーション人材の育成が急

務となっています。  

このたび、将来の社会を担う小中学生のみなさんに科学技術への興味と関心

を誘い、その重要性を体感して頂くことを目的に、「先端科学体験セミナー」を

開催いたします。先端研究施設の見学、研究に関連した「おもしろ科学体験」

をご用意していますので、みなさまのご参加をお待ちしています。 

 

◆開催日 

 開催日 

＜申込期限＞ 

対象 内容 

① ４月１９日（土） 

＜４月１４日（月）＞ 

小学生とその保護者 講義・施設見学・体験活動

（詳しい内容はチラシをご

参照ください） 

 

② ４月２０日（日） 

＜４月１４日（月）＞ 

中学生 

 

◆会場：広島大学放射光科学研究所（東広島市鏡山 2-313） 

◆参加費：無料 

◆人数：各回 1８人（①は参加するお子様の数、②は生徒の数） 

◆事前申込：必要（右の QR コードよりお申し込みください） 

 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学放射光科学研究所 

事務室 

TEL:082-424-6293  FAX:082-424-6294 
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